
「次の一手」
　株主のみなさまにおかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。当社の事業活動に関
しましては、平素より一方ならぬご支援ご高配を賜り、深く感謝しております。
　当第 1 四半期は、中期経営計画「ASAHI 2018 プロジェクト」に基づき、下表の通り、事業戦略と経営
基盤強化戦略の実行に注力しました。業績については、売上、利益ともに、計画通り、まずまずのスタート
となりました。

４
月

経営基盤強化 組織変更　事業部制を廃止し生産・営業の統括部を設置
経営基盤強化 グループ内会議体の大幅削減　会議体数23→8

５
月

事業戦略 関係会社㈱環境科学コーポレーションの全株式売却
事業戦略 中国種苗会社「上海恵和種業有限公司」との独占販売契約締結

６
月

経営基盤強化 関係会社㈱テイ・アンド・アイを朝日ビジネスサポート㈱に商号変更し、
当社の管理業務の過半を移管

経営基盤強化 監査等委員会設置会社へ移行
経営基盤強化 執行役員制度の導入

　今後につきましても、時代の変化が激しい中、常に「次の一手」を強く意識しながら、中期経営計画の
諸課題を確実に実行すると同時に、ビジネスチャンスには積極果敢に挑んでまいります。

　さて､ 当社は今年度より株主様向け施設見学会を開始し､ 5 月に 1 回目として農場見学会を実施いたし
ました。参加されたほとんどの株主様から好意的なご意見を頂いており、みなさまに満足していただけた
ものと考えております。しかし､ 300 名近い応募をいただきながら､ 人数に限りがあり､ 応募された多く
の株主様の意に添えなかったことを残念に思っております。
　そこで、2 回目施設見学会として、11月に再度、農場見学会を実施することといたします。施設見学会は、
株主のみなさまに当社をもっと知っていただく機会であると同時に、みなさまの率直なご意見を伺う貴重
な機会であります。したがいまして、できるかぎり多くの株主様に参加していただけるよう、今後も定期
的に開催したいと考えております。
　株主のみなさまには、引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。

2016 年 8 月
代表取締役社長　村上　政徳

施設見学会（神川農場）のご案内

　今年度より、株主のみなさまに当社事業への理解を一層深めていただくことを目的に、施設見学会を
実施しております。多くの株主様からのご要望に応え、5 月に引き続き、「神川農場」見学会を以下の要綱
で開催いたします。

実施日時 : 2016 年 11 月 16 日（水）
  10：30 ～ 15：00（予定）

見学施設 : 神川農場（埼玉県児玉郡神川町）

対 象 者 :  2016 年 6 月 30 日現在、当社株主名簿
に記載の株主様（同伴者は 1 名様まで可）

集合・解散 : JA ひびきのホール 
場所  ・ JR 本庄早稲田駅 ( 上越 ･ 北陸新幹線 )

より徒歩 5 分
  ・ JR 本庄駅発着の送迎バスもご用意

いたします。（乗車時間約 5 分）
  ・ 駐車場もご用意しております。

内　　容 :  当社事業の紹介 ･ 昼食（ひびきのホール）
神川農場見学（昼食は当社でご用意
いたします。）

参 加 費 :  無料（但し、集合・解散場所までの往復
交通費は各自のご負担とさせていただ
きます。）

募集人数 :  同伴者（1名）がある場合を含めて総参加者数
40名程度

応募方法 :  同封の参加申込みはがきに必要事項を
ご記入のうえ､ ご返送ください。

【締切日：2016年 9月 30日当日消印有効】

※お申込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。
厳正な抽選のうえ、当選・落選結果はご応募いた
だきました全ての株主様にお知らせいたします。

（10 月 14 日発送予定）
その際、当選された株主様には、当日のスケ
ジュールや留意事項を併せてご連絡いたします。

注意事項 : 
・神川農場内は徒歩でご見学いただきますので、

歩きやすい服装でお越しください。
・ひびきのホール～神川農場への往復（片道 20

～ 30 分）は当社貸切バスでの移動となります。
・天候などの事情により、見学会の中止、見学内容

の変更などが生じる場合がございます。
・当社が撮影した写真・動画はホームページ、IR

資料等に掲載させていただく場合がございます
のでご了承ください。
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2016 年度第 1 四半期連結累計期間業績 財務ハイライト

■ 鉄鋼建設資材事業
　高強度鉄筋、ねじ節鉄筋の販売拡大を図るべく、積極的な受注活動に努めましたが、工期遅延や発注遅
れ等の要因から、販売数量は減少しました。また、販売価格も下落したことから、前年同期と比べ減収と
なりました。利益面では、製品販売価格と鉄スクラップ価格との値差（メタルスプレッド）の縮小を余儀
なくされましたが、原油安などに起因するエネルギーコストの大幅な減少から、前年同期と比べ増益とな
りました。
　この結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高は 4,150 百万円（前年同期比 28.2％減 )、
セグメント利益は 434 百万円（前年同期比 23.9％増）となりました。

■ 農業資材事業
　主力事業である肥料事業では、家畜糞等の堆肥を原料とした「エコレット」を中心に販売拡大に努めま
したが、海外原料市況の低下による販売価格の引き下げを受けて、値下げ前の買い控えが発生し、販売数量
は減少しました。一方、ホームセンター向けでは、需要は低調に推移しましたが、顧客のニーズに沿った
企画提案の推進により、前年同期並みの販売を確保しました。この結果、前年同期と比べ減収減益となり
ました。
　種苗事業では、大玉トマト「アニモ」とならび、新品種の「有彩（ありさ）」やカボチャ「プリメラ」
などの販売拡大に向けて、試作を増やしました。
　乾牧草事業では、国内においては、需要が低調であったことから販売数量が減少し、前年同期と比べ減収
となりましたが、豪州合弁会社の業績は、引き続き好調に推移しました。
　この結果、農業資材事業の当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高は 3,245 百万円（前年
同期比 7.1％減 )、セグメント利益は 199 百万円（前年同期比 37.0％減）となりました。
　なお、当第１四半期連結累計期間より、セグメント損益に豪州合弁会社の持分法による投資損益を算入
しております。 

■ 砕石砕砂・マテリアルリサイクル事業
　砕石砕砂事業では、業績に影響を与える建設需要が、当該地域において低調であったため、前年同期と
比べ減収減益となりました。一方、マテリアルリサイクル事業では、木くずとがれき類の集荷量は前年を
上回りました。
　この結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高は 483 百万円（前年同期比 2.4％減 )、
セグメント利益は 21 百万円（前年同期比 15.8％減）となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、上記各セグメント別売上高の合計からセグ
メント間の内部売上高 24 百万円を差引き、7,902 百万円となり、営業利益は、上記各セグメント別利益
または損失の合計からセグメント間の取引消去額、および管理部門経費など各事業に帰属しない全社費用
の合計 337 百万円を差引き、310 百万円となりました。

( 注 1) 「環境ソリューション事業」を構成しておりました株式会社環境科学コーポレーションの全株式を 2016 年 5 月 31 日付で売却
しております。これに伴い、当第 1 四半期連結会計期間より、「環境ソリューション事業」を報告セグメントから除外して
おります。

( 注 2) 従来、各事業セグメントにおいて、営業利益をセグメント損益としておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、営業損益
に持分法による投資損益を加減した金額をセグメント損益とする方法に変更しております。また、業績における前年同期比較
については、前年同期の数値を変更後の算定方法により組み替えて比較しております。

営業成績および財産の状況の推移（連結）�
2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

［第1四半期
累計期間］ ［通期］ ［第1四半期

累計期間］ ［通期］ ［第1四半期
累計期間］ ［通期］ ［第1四半期

累計期間］ ［通期予想］

売上高 百万円 11,306 43,591 7,499 35,494 9,884 36,348 7,902 33,000

営業利益 百万円 33 △ 562 △ 462 409 358 1,915 310 1,500

経常利益 百万円 62 △ 641 △ 418 348 400 1,931 342 1,500

当期（四半期）純利益 百万円 △ 20 △ 11,093 △ 672 549 362 2,503 175 1,300

総資産 百万円 40,508 27,292 26,885 27,938 27,624 25,828 25,258 —

純資産 百万円 16,229 5,160 4,632 6,028 6,484 7,716 7,615 —

自己資本比率 ％ 40.1 18.9 17.2 21.6 23.5 29.9 30.2 —

1株当たり当期（四半期）純利益 円 △ 2.99 △ 1,584.79 △ 96.09 78.52 51.84 357.67 25.04 185.71

1株当たり純資産額 円 2,318.50 737.18 661.83 861.20 926.29 1,102.35 1,088.00 —
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